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５月26日に青壮年部舘畑支部が鶴来総合文化会館
クレイン横の圃場に鶴来第二幼稚園の園児と一緒に
植えたひまわりが満開を迎えました。
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白山農業協同組合
（@ja.hakusan）

白山農業協同組合
（@ja.hakusan）

JA白山
（@530vzuic）

（令和４年６月末実績参考）

組合員数  6,871名（団体含）

貯金残高 83,082百万円

貸出金残高 15,660百万円

長期共済保有高 1,837億円

購買品供給高 432百万円

販売品取扱高 108百万円

私たちの 無料税務相談会
■ 開 催 日 時

■ 開 催 場 所

令和４年８月25日㈭　
令和４年９月22日㈭　
JA白山  本店

■ お問い合わせ・お申込先 本店総務課 藤本
■ 顧問税理士 税理士 本田　英夫（㈱アーマス）

要予約

お申込み順に受け付けております。

FAX 273-0690TEL 272-3333
e-mail  soumu@hakusan.is-ja.jp

午前９時～12時（基本30分単位）

今月は、お買物券付き
表紙の写真
ひまわり

（白山市七原町）

豪雨被害に遭われた皆さまへ

　このたび被害に遭われた皆さまには心よりお見舞い申し上げます。
　８月４日に発生した記録的な豪雨は白山市河内で観測史上最大の373.5
ミリ（12時間降水量）を記録し、白山市内で１万9323世帯、４万8422人
に警戒レベル５の「緊急安全確保」が県内で初めて発令されたほか、各地
で床上床下浸水や土砂流入、落雷など大変な被害が発生しました。
　被害に遭われた方でJA共済や農業共済にご加入の場合は共済金お支払い
の対象について下記の相談窓口までお問い合わせ下さい。
　また、災害復旧に必要な資金の融資対応も行っておりますので気軽に
お問い合わせ下さい。
　JA職員一同、一日も早い復旧をお祈り申し上げます。

＜お問い合わせ先＞
　本店共済課　２７２－３０１７　　　　蝶屋支店　２７８－２３１５
　つるぎ支店　２７２－１５１５　　　　手取支店　２５５－５００１
　大神支店　　２７２－０６２０　　　　白峰支店　２５９－２００３

＜お問い合わせ先＞
　ＮＯＳＡＩ石川（石川県農業共済組合）　白山・野々市グループ
　０７６－２３９－２５５５　
　※水稲など農作物の被害は収穫前に被害申告が必要ですのでご注意下さい。

建物や家財の被害 
融資対応を相談

建物更生共済ご契約中で 建物や家財の被害 に遭われた方
災害復旧に必要な資金の 融資対応を相談 される方

水稲など農作物の被害農業共済にご加入中で 水稲など農作物の被害 に遭われた方
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所得
 増大

生産
 拡大

　
７
月
15
日
、Ｊ
Ａ
白
山
の
竹
内
組
合
長
と
Ｊ
Ａ
松
任
の
得
田

組
合
長
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
管
内
農
業
生
産

者
へ
の
支
援
を
白
山
市
長
に
要
請
し
ま
し
た
。

　
米
の
消
費
減
少
と
コ
ロ
ナ
禍
に
伴
う
外
食
産
業
の
営
業
自
粛

等
の
影
響
に
よ
り
３
年
産
米
は
過
去
最
大
の
価
格
下
落
と
な
っ

た
こ
と
に
加
え
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
発
端
と
す
る

燃
料
の
高
騰
、
肥
料
原
料
の
ひ
っ
迫
、
海
上
運
賃
の
上
昇
、

為
替
相
場
の
円
安
に
よ
り
農
業
用
肥
料
価
格
が
既
に
４
割
近
く

上
昇
し
、
更
な
る
値
上
が
り
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
農
業
生
産
者
か
ら
「
お
米
も
野
菜
も
作
れ
ば
作
る
ほ
ど
赤
字

に
な
る
」
と
い
っ
た
悲
痛
な
訴
え
を
う
け
、
両
Ｊ
Ａ
組
合
長
と

Ｊ
Ａ
白
山
水
田
活
用
部
会
な
ど
主
要
生
産
者
部
会
の
部
会
長

連
名
で
「
持
続
可
能
な
農
業
生
産
振
興
及
び
食
料
安
全
保
障

に
関
す
る
要
請
書
」
を
白
山
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
「
肥
料
・
燃
料
油
等
の
価
格
高
騰
へ
の
支
援
」

と
「
高
騰
の
長
期
化
に
備
え
た
国
や
県
へ
の
予
算
措
置
の
働
き

か
け
」
を
求
め
る
内
容
で
、
要
望
書
を
受
け
取
っ
た
山
田
市
長

は
「
今
、
農
業
者
が
置
か
れ
た
厳
し
い
状
況
は
良
く
理
解
し
て

い
る
。ど
の
よ
う
な
支
援
を
す
べ
き
か
前
向
き
に
検
討
し
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
マ
ス
コ
ミ
報
道
各
社
も
取
材
に
入
っ
て
お
り
、

竹
内
組
合
長
は
報
道
か
ら
の
質
問
に
丁
寧
に
答
え
農
業
へ
の

支
援
協
力
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

白
山
市
に
農
業
生
産
資
材
高
騰
へ
の
支
援
要
請

石
川
県
農
林
水
産
部
長
と
の
白
山
石
川
３
Ｊ
Ａ
懇
談
会

　
８
月
２
日
、
白
山
市
舘
畑
公
民
館
に
お
い
て
石
井
県
農
林
水
産
部
長
、
白
山
・
松
任
・
の
の
い
ち
の
３
Ｊ
Ａ

組
合
長
と
常
勤
役
員
出
席
の
も
と
管
内
農
業
情
勢
に
関
す
る
石
川
県
と
Ｊ
Ａ
の
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
と
Ｊ
Ａ
か
ら
は
担
当
部
課
長
も
出
席
し
県
内
農
業
の
現
状
と
対
応
方
針
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
農
業
は
法
人
経
営
体
な
ど
の
担
い
手
へ
集
積
が
進
む
一
方
で
農
家
数
は
直
近
10
年
で
44
％
（
１
７
，６
６
９

⇩
９
，８
９
０
経
営
体
）
減
少
し
、
担
い
手
生
産
者
に
お
い
て
も
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
が
顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
。

県
農
林
総
合
事
務
所
、
市
町
、Ｊ
Ａ
で
担
い
手
支
援
チ
ー
ム
を
作
り
Ｊ
Ａ
の
「
次
世
代
総
点
検
運
動
」
に
よ
る
実
態

把
握
・
分
析
を
も
と
に
令
和
４
年
か
ら
モ
デ
ル
地
区
を
設
定
し
課
題
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
の
な
か
で
竹
内
組
合
長
は
「
地
域
農
業
の
振
興
と
農
家
所
得
の
確
保
に
向
け
て
農
産
物
直
売
所
の
役
割

は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
国
消
国
産
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
も
農
産
物
直
売
事
業
の
拡
充
へ
の
支
援
を

検
討
頂
き
た
い
。
ま
た
、Ｊ
Ａ
白
山
は
県
内
最
大
の
採
種
Ｊ
Ａ
で
あ
り
、
採
種
農
家
は
一
般
農
家
以
上
に
高
齢
化
と

後
継
者
不
足
が
進
ん
で
お
り
、
優
良
種
子
生
産
を
継
続
す
る
た
め
に
は
機
械
の
更
新
や
設
備
投
資
へ
の
支
援
な
ど

行
政
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。」
と
管
内
農
業
の
厳
し
い
現
状
と
支
援
協
力
を
訴
え
ま
し
た
。

所得
 増大

生産
 拡大

第
４
回
理
事
会

日
時
／
令
和
４
年
７
月
28
日（
木
）
午
後
２
時
00
分
〜

審
議
事
項

第
１
号
議
案
　
令
和
２
年
産
米
穀
共
同
計
算
の
追
加
精
算
に

つ
い
て

第
２
号
議
案
　
令
和
３
年
産
米
穀
共
同
計
算
の
最
終
精
算
及

び
令
和
４
年
産
の
米
穀
共
同
計
算
に
係
る
委
託
契
約
内
容

に
つ
い
て

第
３
号
議
案
　
水
田
活
用
米
穀
に
係
る
事
務
費
の
改
定
に
つ

い
て

第
４
号
議
案
　
第
15
年
度
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
（
情
報

開
示
）
に
つ
い
て

第
５
号
議
案
　
大
口
貸
出
金
の
承
認
に
つ
い
て
（
信
用
供
与

１
億
円
超
）

第
６
号
議
案
　
理
事
報
酬
額
の
決
定
に
つ
い
て

全
議
案
を
審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

１
　
監
事
報
酬
額
の
決
定
に
つ
い
て

２
　
令
和
４
年
６
月
末
事
業
実
績
に
つ
い
て

３
　
令
和
４
年
度
第
１
四
半
期 

自
店
検
査
結
果
に
つ
い
て

４
　
令
和
４
年
度
第
１
四
半
期
有
価
証
券
運
用
実
績
に
つ
い
て

５
　
令
和
４
年
度
第
２
四
半
期 

余
裕
金
運
用
方
針
に
つ
い
て

６
　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
石
川
ヘ
ル
プ
ラ
イ
ン
設
置
・
運
営
要
領

の
一
部
変
更
に
つ
い
て

７
　
令
和
４
年
度
第
１
四
半
期
　
苦
情
等
の
受
付
対
応
処
理

状
況
に
つ
い
て

８
　
令
和
４
年
度
第
１
四
半
期
　
事
務
ミ
ス
等
の
発
生
状
況

に
つ
い
て

９
　
令
和
４
年
度
第
１
四
半
期
　
反
社
会
的
勢
力
等
に
か
か

る
対
応
状
況
に
つ
い
て

10
　
令
和
４
年
度
第
１
四
半
期
　
組
合
員
数
に
つ
い
て

11
　
令
和
４
年
度
㈲
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
白
山
第
２
四
半
期
事
業

報
告
に
つ
い
て

12
　
そ
の
他

　 理
事
会
だ
よ
り
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に

つ
い
て

第
２
号
議
案
　
令
和
３
年
産
米
穀
共
同
計
算
の
最
終
精
算
及

び
令
和
４
年
産
の
米
穀
共
同
計
算
に
係
る
委
託
契
約
内
容

に
つ
い
て

第
３
号
議
案
　
水
田
活
用
米
穀
に
係
る
事
務
費
の
改
定
に
つ

い
て

第
４
号
議
案
　
第
15
年
度
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
（
情
報

開
示
）
に
つ
い
て

第
５
号
議
案
　
大
口
貸
出
金
の
承
認
に
つ
い
て
（
信
用
供
与

１
億
円
超
）

第
６
号
議
案
　
理
事
報
酬
額
の
決
定
に
つ
い
て

全
議
案
を
審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

１
　
監
事
報
酬
額
の
決
定
に
つ
い
て

２
　
令
和
４
年
６
月
末
事
業
実
績
に
つ
い
て

３
　
令
和
４
年
度
第
１
四
半
期 

自
店
検
査
結
果
に
つ
い
て

４
　
令
和
４
年
度
第
１
四
半
期
有
価
証
券
運
用
実
績
に
つ
い
て

５
　
令
和
４
年
度
第
２
四
半
期 

余
裕
金
運
用
方
針
に
つ
い
て

６
　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
石
川
ヘ
ル
プ
ラ
イ
ン
設
置
・
運
営
要
領

の
一
部
変
更
に
つ
い
て

７
　
令
和
４
年
度
第
１
四
半
期
　
苦
情
等
の
受
付
対
応
処
理

状
況
に
つ
い
て

８
　
令
和
４
年
度
第
１
四
半
期
　
事
務
ミ
ス
等
の
発
生
状
況

に
つ
い
て

９
　
令
和
４
年
度
第
１
四
半
期
　
反
社
会
的
勢
力
等
に
か
か

る
対
応
状
況
に
つ
い
て

10
　
令
和
４
年
度
第
１
四
半
期
　
組
合
員
数
に
つ
い
て

11
　
令
和
４
年
度
㈲
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
白
山
第
２
四
半
期
事
業

報
告
に
つ
い
て

12
　
そ
の
他

　 理
事
会
だ
よ
り
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秋
そ
ば
の
播
種
作
業
始
ま
る

所得
 増大

生産
 拡大

秋
そ
ば
の
播
種
作
業
始
ま
る

無
人
ヘ
リ
防
除

　
７
月
19
日
よ
り
鶴
来
地
区・手
取
地
区
で
、

水
稲
の
無
人
ヘ
リ
防
除
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
水
稲
の
出
穂
期
に
発
生
す
る

カ
メ
ム
シ
な
ど
に
よ
る
着
色
被
害
粒
の
発

生
と
い
も
ち
病
な
ど
の
病
気
予
防
を
目
的

に
１
枚
の
圃
場
に
計
２
回
の
薬
剤
散
布
を

行
い
ま
す
。

　
早
生
の
「
ゆ
め
み
づ
ほ
」
か
ら
始
ま
っ

た
防
除
作
業
は
晩
生
の
「
ひ
ゃ
く
ま
ん
穀
」

ま
で
４
期
間
に
分
け
８
月
12
日
ま
で
防
除

作
業
が
続
き
ま
す
。

　
近
隣
に
お
住
ま
い
の
皆
様
に
は
早
朝
か

ら
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
す
が
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
８
月
上
旬
か
ら
秋
そ
ば
の
播
種
作
業
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　
播
種
さ
れ
る
そ
ば
は
「
と
よ
む
す
め
」
と
い
う
や
や
晩
生
の
多
収

品
種
で
豊
か
な
香
り
と
食
味
に
優
れ
て
い
る
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　
４
年
産
そ
ば
は
手
取
地
区
を
中
心
に
44
．６
ha
の
播
種
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
播
種
作
業
は
８
月
下
旬
ま
で
続
き
10
月
下
旬
か
ら
収
穫
を

迎
え
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
白
山
で
は
、
白
山
麓
そ
ば
の
普
及
推
進
と
地
元
の
美
味
し
い

そ
ば
の
味
を
楽
し
ん
で
頂
く
た
め
、
特
産
品
で
あ
る
「
白
山
丸
い
も
」

を
麺
に
練
り
込
ん
だ
そ
ば
乾
麺
新
商
品
を
開
発
中
で
す
。

　
今
年
の
冬
に
発
売
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
期
待
下
さ
い
。

小
菊
の
本
格
出
荷
始
ま
る

　
８
月
上
旬
か
ら
美
川
地
区
の
小
菊
の
出

荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
お
墓
参
り
な
ど
切
り
花
需
要
が
増
え
る

お
盆
の
時
期
に
出
荷
で
き
る
よ
う
出
荷
作

業
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　
今
年
は
７
月
ま
で
の
高
温
で
生
育
に
遅

れ
が
出
て
お
り
一
部
で
お
盆
に
間
に
合
わ

な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
鮮
や
か
に
色

づ
く
小
菊
と
ケ
イ
ト
ウ
の
出
荷
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
出
荷
作
業
は
８
月
中
旬
ま
で
行
わ
れ
直

売
所
「
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
」
で
も
お

買
い
求
め
頂
け
ま
す
。

所得
 増大

生産
 拡大

営農だより 

所得
 増大

生産
 拡大

秋の農作業安全対策
　８月下旬からいよいよ稲刈りが始まります。
　生産者の皆さまは秋作業が始まる前にもう一度安全対策を確認しましょう。

●作業中はこまめに水分をとりましょう
●休憩の出来る日陰を確保し、こまめに
休憩をとりましょう

●空調服などの着用も熱中症
対策に効果的です

よい食プロジェクト トウモロコシ収穫体験
　
７
月
12
日
、
白
山
市
井
口
町
の（
農
）井
口

グ
リ
ー
ン
ワ
ー
ク
ス
圃
場
で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

収
穫
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
収
穫
体
験
は
、よ
い
食
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
学
童
会
つ
る
ぎ

ピ
ノ
キ
オ
ク
ラ
ブ
の
児
童
37
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
収
穫
の
前
に
Ｊ
Ａ
職
員
か
ら
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
に
関
す
る
ク
イ
ズ
が
出
題
さ
れ
子
供
た
ち

は
元
気
い
っ
ぱ
い
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

　
井
口
グ
リ
ー
ン
ワ
ー
ク
ス
の
北
村
さ
ん
か

ら
収
穫
方
法
を
教
わ
っ
た
子
供
た
ち
は
自
分

の
身
長
よ
り
大
き
く
な
っ
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

畑
に
入
り
、
よ
り
大
き
く
実
っ
た
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
を
探
し
一
生
懸
命
収
穫
し
ま
し
た
。

　
子
供
た
ち
は
収
穫
し
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

大
き
さ
を
比
べ
合
い
「
早
く
食
べ
た
い
な
」

と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

●熱中症対策

●スタンドバックの吊りベルトや接合部分にほつ
れや擦り切れがないかチェックしましょう

●過積載は横転や交通事故の原
因になるので運搬トラックの
積載重量を確認しましょう

●スタンドバックと運搬トラック
　積載重量の確認

●作業前点検を実施しましょう
●オペレーターはヘルメットとシートベルトを
着用しましょう
●機械から離れる場合は必ずエンジンを停止しま
しょう　
●作業中は機械の周囲３m以内に人を近づけない、
近づかないようにしましょう。死角をなくすため、
バックカメラの装着も効果的です

●コンバイン・トラクター
　による事故防止

●事故発生時などの連絡先を事前に
確認しておきましょう
●作業員を雇用する場合は氏名・生年月日・血液
型・持病アレルギーの有無・緊急連絡先などを
記載した作業員名簿を作成しましょう

●緊急時の連絡先等の確認●緊急時の連絡先等の確認
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年　　　産 銘　　　柄 等　　　級 追加精算額 支　払　日

２年産

コシヒカリ
ゆめみづほ
ひゃくまん穀

北陸12号・五百万石・石川門
白山もち・カグラモチ

１～３等 56円/俵（税込） 令和４年８月５日

　
７
月
26
日
、
本
店
応
接
室
で
竹
内
組
合
長
、
吉
田

専
務
と
青
壮
年
部
役
員
の
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
高
本
部
長
の
挨
拶
の
後
、
青
壮
年
部
の
令
和
３
年

度
決
算
と
活
動
実
績
、
４
年
度
事
業
計
画
を
報
告

し
ま
し
た
。

　
竹
内
組
合
長
は
「
今
年
、Ｊ
Ａ
白
山
は
15
周
年
を

迎
え
ま
す
が
、
肥
料
の
高
騰
な
ど
農
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
大
変
厳
し
く
、Ｊ
Ａ
も
長
引
く
低
金
利
政
策

に
よ
っ
て
収
益
低
下
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
青
壮
年
部

に
は
予
算
を
有
効
に
活
用
し
新
た
な
農
産
物
加
工
品

の
開
発
な
ど
地
域
農
業
活
性
化
の
一
翼
を
担
っ
て

ほ
し
い
」
と
青
壮
年
部
を
激
励
し
ま
し
た
。

組
合
長
と
青
壮
年
部
の
意
見
交
換
会

　
７
月
17
日
、
青
壮
年
部
は
白
山
比
咩
神
社
へ
特
別

栽
培
米
「
比
咩
の
米
」
の
奉
納
を
行
い
ま
し
た
。

　
例
年
は
お
米
１
０
０
㎏
を
担
い
で
白
山
の
奥
宮

ま
で
奉
納
登
山
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
を
鑑
み
、Ｊ
Ａ
白
山
本
店
か
ら

白
山
比
咩
神
社
ま
で
の
約
６
キ
ロ
の
道
程
を
「
Ｊ
Ａ

白
山
青
壮
年
部
」
と
「
比
咩
の
米
」
の
の
ぼ
り
旗
を

掲
げ
な
が
ら
比
咩
の
米
１
０
０
㎏
を
担
い
で
運
び

ま
し
た
。

　
白
山
比
咩
神
社
に
奉

納
さ
れ
た「
比
咩
の
米
」

は
白
山
室
堂
で
登
山
客

の
食
事
と
し
て
活
用
さ

れ
ま
す
。

白
山
比
咩
神
社
へ

特
別
栽
培
米
「
比
咩
の
米
」
奉
納

地域
 活性
地域
 活性

　青
壮
年
部

つ
る
ぎ
支
店 

金
谷
峰
子
さ
ん
が

令
和
３
年
度
Ｊ
Ａ
共
済
優
績
ラ
イ
フ

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
全
国
表
彰

　
７
月
12
日
、
東
京
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で

令
和
３
年
度
Ｊ
Ａ
共
済
優
績
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

全
国
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
全
国
か
ら
３
８
４
名
、
石
川

県
か
ら
は
18
名
の
優
績
Ｌ
Ａ
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
白
山
か
ら
は
つ
る
ぎ
支
店 

金
谷
峰
子
さ
ん
が

受
賞
し
、
表
彰
式
に
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
Ｊ
Ａ
共
済
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

務
め
る
タ
レ
ン
ト
の
仲
間
由
紀
恵
さ
ん
、
有
村
架
純

さ
ん
、
浜
辺
美
波
さ
ん
ら
が
お
祝
い
に
か
け
つ
け
る

な
ど
授
賞
式
は
終
始
和
や
か
な
ム
ー
ド
と
な
り
ま
し
た
。

　「
ニ
ュ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
の
部
」で
特
に
優
秀
な
成
績
を

お
さ
め
た
金
谷
峰
子
さ
ん
は
「
今
回
こ
の
よ
う
な
賞
を

受
賞
で
き
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
や
先
日
の
大
雨
に
よ
る
自
然

災
害
な
ど
組
合
員
の
皆
様

の
く
ら
し
を
守
る
力
に
な

れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。」
と

受
賞
の
喜
び
を
述
べ
た
。

単位：円/60kg（税込）

令和３年産米穀共同計算の最終精算令和３年産米穀共同計算の最終精算

令和２年産米穀共同計算の追加精算令和２年産米穀共同計算の追加精算

・米需給調整需要拡大基金拠出者の米穀

○経費の主な内容
１． 流通・保管等経費（保管料、入出庫料、支払運賃、仮渡金等の金利、集約保管等の経費、安全・安心等検査費用等、フレコン使用料、産地精米等品質
　 向上対策費、安心安全集荷対策費）
２． 生産・集荷・販売等経費（JAへの支出経費、広告宣伝等の経費等）
３． その他経費（監査委員会費用）
４． 手数料内訳は、全農手数料165円、JA手数料604円である。
５． ひゃくまん穀複数年契約加算金（330円/60kg）については別途支払済みである。
※ 米需基金未拠出者は、拠出者より仮渡金において一律80円/60㎏引きとしている。

※資金から算出した追加精算額は57円/俵であるが、１袋（0.5俵）単位での精算が必要であるため56円/俵とし、余剰資金43,881円は３年産米共同計算に繰り越す。

銘　柄 等
級

販売
価格

集荷・流通・販売等の経費 共同計算精算額
JA予約
出荷金
100～
170円

JA
米価
対策金

JA
利用高
配当金

生産者
手取額

流通
保管等
経費

生産
集荷
販売等
経費

その他  
経費 手数料 合計 仮渡金

最終精算
合計 合計

全農
共計

ＪＡ
共計

加重
平均

コシヒカリ

1 13,485 1,530 181 1 769 2,481 10,596 408 538 490 11,086 100 100 108 11,394
2 13,161 1,530 181 1 769 2,481 9,996 684 684 10,680 100 100 108 10,988
3 12,081 1,530 181 1 769 2,481 8,896 704 704 9,600 100 100 108 9,908

ゆめみづほ

1 12,485 1,530 181 1 769 2,481 9,596 408 1,472 740 10,336 100 100 108 10,644
2 12,161 1,530 181 1 769 2,481 8,996 684 684 9,680 100 100 108 9,988
3 11,081 1,530 181 1 769 2,481 7,896 704 704 8,600 100 100 108 8,908

ひゃくまん穀

1 13,885 1,530 181 1 769 2,481 10,996 408 408 11,404 100 100 108 11,712
2 13,561 1,530 181 1 769 2,481 10,396 684 684 11,080 100 100 108 11,388
3 12,481 1,530 181 1 769 2,481 9,296 704 704 10,000 100 100 108 10,308

北陸12号

1 15,703 1,530 181 1 769 2,481 11,676 1,546 1,546 13,222 100 100 108 13,530
2 14,623 1,530 181 1 769 2,481 10,176 1,966 1,966 12,142 100 100 108 12,450
3 13,543 1,530 181 1 769 2,481 9,076 1,986 1,986 11,062 100 100 108 11,370

五百万石
・石川門

1 14,623 1,530 181 1 769 2,481 10,596 1,546 1,546 12,142 100 100 108 12,450
2 13,543 1,530 181 1 769 2,481 9,096 1,966 1,966 11,062 100 100 108 11,370
3 12,463 1,530 181 1 769 2,481 7,996 1,986 1,986 9,982 100 100 108 10,290

白山もち

1 13,929 1,530 181 1 769 2,481 10,396 1,052 1,052 11,448 100 100 108 11,756
2 13,605 1,530 181 1 769 2,481 9,796 1,328 1,328 11,124 100 100 108 11,432
3 12,525 1,530 181 1 769 2,481 8,696 1,348 1,348 10,044 100 100 108 10,352

カグラモチ

1 13,929 1,530 181 1 769 2,481 10,396 1,052 1,062 1,060 11,456 100 100 108 11,764
2 13,605 1,530 181 1 769 2,481 9,796 1,328 1,328 11,124 100 100 108 11,432
3 12,525 1,530 181 1 769 2,481 8,696 1,348 1,348 10,044 100 100 108 10,352

出荷時払

　国は３年産主食用米価格の暴落をうけ需給安定に向けた市場環境の整備を目的に２年産米の長期計画的販売
に対する支援（新型コロナウィルス影響緩和特別対策事業）を令和３年10月に決定し、全農石川県本部ではこの
事業を活用し２年産米の計画的販売を行った結果、令和２年産主食用米の県域共同計算で100円／俵の追加精算
が生じました。
　当JAにおいても２年産米41,555俵のうち全農出荷分23,709俵に支払われた2,370,900円を財源とし２年産
米出荷者に対し下記のとおり追加精算を行います。
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年　　　産 銘　　　柄 等　　　級 追加精算額 支　払　日

２年産

コシヒカリ
ゆめみづほ
ひゃくまん穀

北陸12号・五百万石・石川門
白山もち・カグラモチ

１～３等 56円/俵（税込） 令和４年８月５日

　
７
月
26
日
、
本
店
応
接
室
で
竹
内
組
合
長
、
吉
田

専
務
と
青
壮
年
部
役
員
の
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
高
本
部
長
の
挨
拶
の
後
、
青
壮
年
部
の
令
和
３
年

度
決
算
と
活
動
実
績
、
４
年
度
事
業
計
画
を
報
告

し
ま
し
た
。

　
竹
内
組
合
長
は
「
今
年
、Ｊ
Ａ
白
山
は
15
周
年
を

迎
え
ま
す
が
、
肥
料
の
高
騰
な
ど
農
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
大
変
厳
し
く
、Ｊ
Ａ
も
長
引
く
低
金
利
政
策

に
よ
っ
て
収
益
低
下
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
青
壮
年
部

に
は
予
算
を
有
効
に
活
用
し
新
た
な
農
産
物
加
工
品

の
開
発
な
ど
地
域
農
業
活
性
化
の
一
翼
を
担
っ
て

ほ
し
い
」
と
青
壮
年
部
を
激
励
し
ま
し
た
。

組
合
長
と
青
壮
年
部
の
意
見
交
換
会

　
７
月
17
日
、
青
壮
年
部
は
白
山
比
咩
神
社
へ
特
別

栽
培
米
「
比
咩
の
米
」
の
奉
納
を
行
い
ま
し
た
。

　
例
年
は
お
米
１
０
０
㎏
を
担
い
で
白
山
の
奥
宮

ま
で
奉
納
登
山
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
を
鑑
み
、Ｊ
Ａ
白
山
本
店
か
ら

白
山
比
咩
神
社
ま
で
の
約
６
キ
ロ
の
道
程
を
「
Ｊ
Ａ

白
山
青
壮
年
部
」
と
「
比
咩
の
米
」
の
の
ぼ
り
旗
を

掲
げ
な
が
ら
比
咩
の
米
１
０
０
㎏
を
担
い
で
運
び

ま
し
た
。

　
白
山
比
咩
神
社
に
奉

納
さ
れ
た「
比
咩
の
米
」

は
白
山
室
堂
で
登
山
客

の
食
事
と
し
て
活
用
さ

れ
ま
す
。

白
山
比
咩
神
社
へ

特
別
栽
培
米
「
比
咩
の
米
」
奉
納

地域
 活性
地域
 活性

　青
壮
年
部

つ
る
ぎ
支
店 

金
谷
峰
子
さ
ん
が

令
和
３
年
度
Ｊ
Ａ
共
済
優
績
ラ
イ
フ

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
全
国
表
彰

　
７
月
12
日
、
東
京
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で

令
和
３
年
度
Ｊ
Ａ
共
済
優
績
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

全
国
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
全
国
か
ら
３
８
４
名
、
石
川

県
か
ら
は
18
名
の
優
績
Ｌ
Ａ
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
白
山
か
ら
は
つ
る
ぎ
支
店 

金
谷
峰
子
さ
ん
が

受
賞
し
、
表
彰
式
に
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
Ｊ
Ａ
共
済
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

務
め
る
タ
レ
ン
ト
の
仲
間
由
紀
恵
さ
ん
、
有
村
架
純

さ
ん
、
浜
辺
美
波
さ
ん
ら
が
お
祝
い
に
か
け
つ
け
る

な
ど
授
賞
式
は
終
始
和
や
か
な
ム
ー
ド
と
な
り
ま
し
た
。

　「
ニ
ュ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
の
部
」で
特
に
優
秀
な
成
績
を

お
さ
め
た
金
谷
峰
子
さ
ん
は
「
今
回
こ
の
よ
う
な
賞
を

受
賞
で
き
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
や
先
日
の
大
雨
に
よ
る
自
然

災
害
な
ど
組
合
員
の
皆
様

の
く
ら
し
を
守
る
力
に
な

れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。」
と

受
賞
の
喜
び
を
述
べ
た
。

単位：円/60kg（税込）

令和３年産米穀共同計算の最終精算令和３年産米穀共同計算の最終精算

令和２年産米穀共同計算の追加精算令和２年産米穀共同計算の追加精算

・米需給調整需要拡大基金拠出者の米穀

○経費の主な内容
１． 流通・保管等経費（保管料、入出庫料、支払運賃、仮渡金等の金利、集約保管等の経費、安全・安心等検査費用等、フレコン使用料、産地精米等品質
　 向上対策費、安心安全集荷対策費）
２． 生産・集荷・販売等経費（JAへの支出経費、広告宣伝等の経費等）
３． その他経費（監査委員会費用）
４． 手数料内訳は、全農手数料165円、JA手数料604円である。
５． ひゃくまん穀複数年契約加算金（330円/60kg）については別途支払済みである。
※ 米需基金未拠出者は、拠出者より仮渡金において一律80円/60㎏引きとしている。

※資金から算出した追加精算額は57円/俵であるが、１袋（0.5俵）単位での精算が必要であるため56円/俵とし、余剰資金43,881円は３年産米共同計算に繰り越す。

銘　柄 等
級

販売
価格

集荷・流通・販売等の経費 共同計算精算額
JA予約
出荷金
100～
170円

JA
米価
対策金

JA
利用高
配当金

生産者
手取額

流通
保管等
経費

生産
集荷
販売等
経費

その他  
経費 手数料 合計 仮渡金

最終精算
合計 合計

全農
共計

ＪＡ
共計

加重
平均

コシヒカリ

1 13,485 1,530 181 1 769 2,481 10,596 408 538 490 11,086 100 100 108 11,394
2 13,161 1,530 181 1 769 2,481 9,996 684 684 10,680 100 100 108 10,988
3 12,081 1,530 181 1 769 2,481 8,896 704 704 9,600 100 100 108 9,908

ゆめみづほ

1 12,485 1,530 181 1 769 2,481 9,596 408 1,472 740 10,336 100 100 108 10,644
2 12,161 1,530 181 1 769 2,481 8,996 684 684 9,680 100 100 108 9,988
3 11,081 1,530 181 1 769 2,481 7,896 704 704 8,600 100 100 108 8,908

ひゃくまん穀

1 13,885 1,530 181 1 769 2,481 10,996 408 408 11,404 100 100 108 11,712
2 13,561 1,530 181 1 769 2,481 10,396 684 684 11,080 100 100 108 11,388
3 12,481 1,530 181 1 769 2,481 9,296 704 704 10,000 100 100 108 10,308

北陸12号

1 15,703 1,530 181 1 769 2,481 11,676 1,546 1,546 13,222 100 100 108 13,530
2 14,623 1,530 181 1 769 2,481 10,176 1,966 1,966 12,142 100 100 108 12,450
3 13,543 1,530 181 1 769 2,481 9,076 1,986 1,986 11,062 100 100 108 11,370

五百万石
・石川門

1 14,623 1,530 181 1 769 2,481 10,596 1,546 1,546 12,142 100 100 108 12,450
2 13,543 1,530 181 1 769 2,481 9,096 1,966 1,966 11,062 100 100 108 11,370
3 12,463 1,530 181 1 769 2,481 7,996 1,986 1,986 9,982 100 100 108 10,290

白山もち

1 13,929 1,530 181 1 769 2,481 10,396 1,052 1,052 11,448 100 100 108 11,756
2 13,605 1,530 181 1 769 2,481 9,796 1,328 1,328 11,124 100 100 108 11,432
3 12,525 1,530 181 1 769 2,481 8,696 1,348 1,348 10,044 100 100 108 10,352

カグラモチ

1 13,929 1,530 181 1 769 2,481 10,396 1,052 1,062 1,060 11,456 100 100 108 11,764
2 13,605 1,530 181 1 769 2,481 9,796 1,328 1,328 11,124 100 100 108 11,432
3 12,525 1,530 181 1 769 2,481 8,696 1,348 1,348 10,044 100 100 108 10,352

出荷時払

　国は３年産主食用米価格の暴落をうけ需給安定に向けた市場環境の整備を目的に２年産米の長期計画的販売
に対する支援（新型コロナウィルス影響緩和特別対策事業）を令和３年10月に決定し、全農石川県本部ではこの
事業を活用し２年産米の計画的販売を行った結果、令和２年産主食用米の県域共同計算で100円／俵の追加精算
が生じました。
　当JAにおいても２年産米41,555俵のうち全農出荷分23,709俵に支払われた2,370,900円を財源とし２年産
米出荷者に対し下記のとおり追加精算を行います。
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４年５月末の民間在庫量は204万トンと３年５月末の199万トンを５万トン
超過し、４年１月以降は前年比で５～７万トン超過する状況で推移している。
コロナ禍による需要減少が続いたことに加え、２年産在庫を抱え３年産の
調達を買い控えた米卸業者が多く米価は低調に推移している。

全農全体の３年産米の販売計画213万トンに対し６月末時点の契約数
量202万トン（契約進度95％）、販売数量118万トン（販売進度
55％）となっており７月以降に前年同様95万トンの販売が必要である。
今後の販売状況が前年並みに推移した場合、11月以降に持越す米も前
年同様40万トン程度となり米の在庫過剰傾向は続く見通しである。

全農石川県本部の３年産計画数量は、51,171トンと前年に対し2,276
トン増（前年比105％）となっている。
石川県産米の販売状況については、コロナ禍による業務用取引先の年
産切替が遅れた影響はあるものの、主食用米からの備蓄米販売が増え
たことで、６月末時点の販売数量は前年比106％と比較的順調である。

流通・販売状況

全国の契約販売
状 況

本県の契約販売
状 況

３年産米の情勢

４年産米の情勢

令和４年度の米穀情勢

農機センターからのお知らせ
農機センターから利用料のお知らせ

　平素は農機センターをご利用いただきありがとうございます。
　農機センターでは、これまで修理のための出張や小農機具の運搬は無償で行ってき
ましたが、燃料費をはじめとする諸経費の高騰により無償サービスの維持が困難に
なりました。
　つきましては、農機事業の安定的な継続を図るため令和４年９月より出張料及び
小農機具の修理・整備に伴う運搬料を請求させて頂くこととなりました。
　組合員の皆さまにはご理解と引き続きのご利用をお願い申し上げます。

お問合せは JA白山 農機センター ☎ 076-272-3416

１. 出張修理料等の新設（税別）

２. 適用期日

令和４年９月１日㊍ 修理受付分から適用させていただきます。

①出張料　　1,000円／回（修理料は別途必要です）

②整備運搬料（持ち運び可能な小農機具）
　2,000円／２往復（引取り、納品）
　具体例：背負動力散布機、動力噴霧器など持ち運び可能な小農機具

③整備運搬料（持ち運び出来ない小農機具）
　3,000円／２往復（引取り、納品）
　具体例：自走式小型耕運機などアルミブリッジを使用し運搬する小農機具

※②、③は軽トラックで運搬可能な小農機具の運搬料です

　国が３月の食糧部会で示した４年産米の適正生産量675万トンは、面積換算で３年産から
３％の削減（３.９万ｈａ・平年作で21万トン）が必要とされるが、農水省は７月27日に４年産主
食用米作付面積が4.3万ha減少し需給均衡に必要な3.9万ha削減を達成する見通しであると
発表した。
　作況が平年作の場合、令和５年６月の民間在庫量は198万トンと算出され、コメ余りと言われる
200万トンを下回り需給改善が期待される。

令和４年の米穀共同計算にかかる委託内容について令和４年の米穀共同計算にかかる委託内容について
1. 共同計算の実施単位
銘　柄 区　分 販売方針 等 級 銘　柄 区　分 販売方針 等 級

コシヒカリ
ゆめみづほ

JA米・
一般米

JA共計・
県域共計

1等
カグラモチ JA米・

一般米
JA共計・
県域共計

1等
2等 2等
3等 3等

ひゃくまん穀
その他うるち

JA米・
一般米 県域共計

1等
白山もち
その他もち

JA米・
一般米 県域共計

1等
2等 2等
3等 3等

北陸 12号
五百万石
石川門
その他酒

JA米・
一般米 県域共計

1等 各、品種ごとに実施します
2等
3等

2. 共同計算費目
費　目 摘　　　要

仮渡金等生産者
へ支払うもの 仮渡金、精算金

流通・保管に係
わる経費

仮渡金金利、出荷契約金金利、保管料・
入出庫料、運賃、安全安心等検査費用、
集約保管等経費

生産・集荷・販
売等に係る経費

共乾施設集荷対策費、大規模農家フレ
コン対策費
広告宣伝費、販売推進費用、直売米
管理費

手数料 全農・JA手数料

監査委員会費用 外部監査・調査費用等　

※令和４年産の支出の上限見込は15,703円/60kg
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秋期の農業用燃料支援！！
　国際情勢の急激な変化で原油価格が高騰しています。秋の農繁期を
迎えるにあたり、当JAでは農業生産者の負担軽減を図るため10月
31日まで５円／ℓの特別値引きを実施します。

■実施内容：農業用燃料の価格を５円／ℓ引き
■実施期間：2022年８月１日～10月31日
■対象油種：軽油及び灯油

■実施ＳＳ：蝶屋給油所、パシュート鶴来、尾口給油所

お問い合わせ　JA白山 営農経済部 経済課 TEL:076-273-5213

〈建物の保障〉
1000万円プラン

30年間、火災や自然災害の被害を1,000万円まで保障いたします。
対象になるのは、火災や盗難、風・ひょう・雪・水災等です。

30年間、地震の被害を500万円まで保障いたします。
対象になるのは、地震による倒壊・津波の被害・地震による火災等です。（支払われる共済金は損害の額の50％が限度となり
ます）

火災や自然災害※の時に臨時費用共済金をお支払いいたします。
火災や自然災害で損害を受けた時に生じる臨時の費用として、火災共済金・風水災等共済金の額の10％をお支払いいたします。
（１事故１建物につき250万円が限度となります）　　※風・ひょう・雪・水災が対象となります。

掛け捨てではありません。34万円の満期共済金があります。
満期になった時には、満期共済金をお支払いします。
※満期共済金は保障期間の満了時（30年後）にお受取りになれます。

「地震保険料控除」の対象になります。
所得税や住民税の所得控除の対象です。
※令和４年１月末現在の法令等及び国税当局への照会結果に基づくもので、将来を保障するものではありません。

★他のプランもございます。詳しくはお近くのJAにお問い合わせください。
お問い合わせは...
本店共済課　272-3017
手 取 支 店　255-5001

蝶 屋 支 店　278-2315
大 神 支 店　272-0620

つるぎ支店　272-1515
白 峰 支 店　259-2003

日常生活の思いがけない
賠償事故にも備えたい方は ※建物更生共済のご契約内容によっては、賠償責任共済をセットできない場合もございます。

住宅の管理上の不備や欠陥によって生じた事故、または被共済者が買物や旅行などにおける日常生活によって生じた事故により、他人を死亡させたり負傷させたり、あるい
は他人の財物に損害を与えたりしたため法律上の損害賠償責任を負担するときに共済金をお支払いします。（注）住宅には、同一敷地内に所在する動産・不動産も含まれます。

※建物の使用目的が住宅物件、建物の構造区分
が木・防火造の共済掛金です。
　また、継続後のご契約に適用される約款・掛金
率は継続日における約款・掛金率になります。

個人賠償
責任共済

「賠償責任共済」なら、
最高5,000万円
まで保障します。

月々 4,491円

飼い犬が他人
を負傷させて
しまった。

共済金額　5,000万円
年払掛金 1,500円（令和４年　４月１日現在）

子供が誤って他人
の家のガラスを
割ってしまった。

例えば、こんな賠償責任が生じたとき

上記ご加入内容の場合、当初10年間
（払込方法が口座振替扱いの場合）

（令和４年４月１日現在）

ご一緒に「賠償責任共済」のセットをおすすめします。

１.ストラップを両方とも外してベルト自体を左右に引き、ストラップが根元にいくようにします。
２.巻きたい位置にきつめに巻きます。（ベルトの先端同士を合わせるのではなくボディにきつ

く巻くと最大限に引き締められます。）

「サイズが大きすぎた」「締め付けが強くない」と感じたら★ポイント★
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５月26日に青壮年部舘畑支部が鶴来総合文化会館
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白山農業協同組合
（@ja.hakusan）

白山農業協同組合
（@ja.hakusan）

JA白山
（@530vzuic）

（令和４年６月末実績参考）

組合員数  6,871名（団体含）

貯金残高 83,082百万円

貸出金残高 15,660百万円

長期共済保有高 1,837億円

購買品供給高 432百万円

販売品取扱高 108百万円

私たちの 無料税務相談会
■ 開 催 日 時

■ 開 催 場 所

令和４年８月25日㈭　
令和４年９月22日㈭　
JA白山  本店

■ お問い合わせ・お申込先 本店総務課 藤本
■ 顧問税理士 税理士 本田　英夫（㈱アーマス）

要予約

お申込み順に受け付けております。

FAX 273-0690TEL 272-3333
e-mail  soumu@hakusan.is-ja.jp

午前９時～12時（基本30分単位）

今月は、お買物券付き
表紙の写真
ひまわり

（白山市七原町）

豪雨被害に遭われた皆さまへ

　このたび被害に遭われた皆さまには心よりお見舞い申し上げます。
　８月４日に発生した記録的な豪雨は白山市河内で観測史上最大の373.5
ミリ（12時間降水量）を記録し、白山市内で１万9323世帯、４万8422人
に警戒レベル５の「緊急安全確保」が県内で初めて発令されたほか、各地
で床上床下浸水や土砂流入、落雷など大変な被害が発生しました。
　被害に遭われた方でJA共済や農業共済にご加入の場合は共済金お支払い
の対象について下記の相談窓口までお問い合わせ下さい。
　また、災害復旧に必要な資金の融資対応も行っておりますので気軽に
お問い合わせ下さい。
　JA職員一同、一日も早い復旧をお祈り申し上げます。

＜お問い合わせ先＞
　本店共済課　２７２－３０１７　　　　蝶屋支店　２７８－２３１５
　つるぎ支店　２７２－１５１５　　　　手取支店　２５５－５００１
　大神支店　　２７２－０６２０　　　　白峰支店　２５９－２００３

＜お問い合わせ先＞
　ＮＯＳＡＩ石川（石川県農業共済組合）　白山・野々市グループ
　０７６－２３９－２５５５　
　※水稲など農作物の被害は収穫前に被害申告が必要ですのでご注意下さい。

建物や家財の被害 
融資対応を相談

建物更生共済ご契約中で 建物や家財の被害 に遭われた方
災害復旧に必要な資金の 融資対応を相談 される方

水稲など農作物の被害農業共済にご加入中で 水稲など農作物の被害 に遭われた方
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